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内モンゴル東部における狼の民俗 
 
サランゴワ 
 
はじめに 
 
『元朝秘史』は次のように始まる。「チンギス可汗の源祖は、上なる天神よりの定めもて生まれし
灰白色の狼なり（き）。その妻、浅黄色の牝鹿なり（き）。テンギス河を渡り来りぬ。オナンの河の源
頭なるブルガン・カルドゥン山に居をかまえて生まれしバタチカンありき」「小沢 1989：4」。この
内容は、狼に関する信仰の現れである。 
1980 年代では、家畜の天敵として、狼を獲ることが奨励されたが、その後、数が激減したため、
禁じられた。内モンゴル東部では 1990 年代までに猟が自由に行われていたが、その後、全面的に禁
じられた。しかし、雉やタルバガンシ（ベリアマーモット）、兔を獲ることも見られる。ホルチン地
方の田舎では、猟をする専用の犬を飼っている人もいる。東部モンゴル人と狼との関わり、狼に関す
る民俗を、2006 年 8 月に通遼市ジャロード旗で行った現地調査と文献資料に基づいて述べたい。狼
のことをモンゴル語で、一般的に、チョン（chon/chinwa）と言うが、風習によってまたいくつかの
言い方がある（後述）。 
インフォーマント紹介 
① アラタントルゴリ1、1950 年生まれ。農民で、狩猟暦は 35 年。90 年代半ばから政府の政策に従
って、銃を政府に差し出した。 
② サンブジャブ、1940 年生まれ。農民兼国営商店の運転手、1995 年定年。集団で狼を獲ったこと
がある。 
③ ウンドルジル（1956－2008）、教師。 
④ ネンブジャブ、（1920‐不明）、農民。 
⑤ ウリジト、（1927‐不明）、農民。 
⑥ ソドナム（1935－2007）、医者。 
⑦ フルレバートル（1915－不明）、農民。 
⑧ ナチン2、1956 年生まれ、農民。 
【狼を獲る方法】道具から、（1）銃で撃つ、（2）矢で打つ、（3）投げ木で打つ、（4）獲物とり竿でか
ける、（5）罠でかける、（６）馬に乗って追いかける、（７）犬と戦わせるなどである。 
                                                  
1 登場人名は仮名とする。 
2  ナチンへのインタビューは 2003 年の 8 月に行った。 
－ 40 － － 41 －
『千葉大学　ユーラシア言語文化論集』 19（2017）：41 － 53
【狼を獲る方法】(1)包囲する、（2）足跡を追跡する、(3)追いかける、(4)何回起こさせて、その力
を弱めて獲る、(5)巣穴を煙で燻る。 
【狩の形式】、(1)個人的、(2)集団的。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(左図)アラタントルゴリ(2011 年 8 月、自宅の果樹園にて)、(右図)サンブジャブ老人（2012 年）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左から、ゲームを楽しむウリジト、ソドナム、フルレバートル、ネンブジャブ老人（2006 年 8
月ネンブジャブ老人の家にて）。これは、ホルチン地方で年寄りの間でよくみられる風景である。 
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通遼市のホルチン博物館に展示されている狼の標本
[通遼博物館“蒼狼与白鹿”展庁見聞]3。 
 
 
 
 
 
1．猟師の視線で見た狼 
 アラタントルゴリの語りに基づく。 
12 月は狼の繁殖期であるが、11 月に生む狼もいる。1 匹の雌狼が出産期を迎えてくると多くの雄
狼たちが集まって雌狼を守る。力が弱い雄狼たちは近づけないが、やはりその周辺にいる。この時期
に 1 匹の狼と出会うと豊猟である。1 腹で 4 匹から 6 匹生むのが、一般的だが、多い場合は、1 腹で
14 匹出産する場合がある。ほとんどは 4 匹である。６から 7匹まで生んだ狼に遇った人もいる。 
狼は頭が非常に良い動物である。目、耳、鼻が鋭い。狩人がどの方向から狼に近づいているかをい
つも感知できる。というのは、目が鋭いだけでなく、耳も鋭いからである。後ろから狩人が近寄って
来ると目では見えないが、足の音で既に確認する。だからうまく逃げることができる。逃げるときも、
身を隠す技法があって、狩人の目をごまかすことができる。それと比べると、鹿には身を隠す技法は
ない。逃げるとき、体がどうしても狩人に見られてしまう。慌てて山頂へ逃げる。狼はそうではなく、
草や樹木の生えが良いところへ走る。起きて逃げるとき身を見せない技法がある。また、細い溝を沿
って逃げる。1 匹の狼を仕留める力で 10 匹の鹿を仕留めることができる。そのため、狼を仕留める
とき、地勢を良く知っておく必要がある。たとえば、山のどこから入ると狼はどこへ逃げるかを把握
する必要がある。そうではないと狼の知恵に負けてしまう。狩に出て、狼に食い残された動物の亡骸
に出会って、翌日に狼の再び来ることを待つのは失敗になる。これも狼の警戒性の強さによるもので
ある。狼は仕留めた動物をとにかく胃袋に入れる。限界まで入れる。そして、別の所（森とか、巣穴
から近い場所に）に行ってそれを吐き出して、それを埋めておく。翌日に獲物をできなかった場合そ
れを食う。決して食い残した亡骸の所に再び行かない。狼は実は優れた「猟師」である。しかしなが
ら、必ずしも毎日は獲物を取れると限らない。そのため、モンゴルに「狼は肉を食べて数日を過ごし、
風を呑んで数日を過ごす。腹が減ってたまらないとき白菜を食う」という言いまわしがある。つまり、
狼は多様な条件の下で生き凌ぐことができるということである。 
                                                  
3馬暁年の博客（ブログ）。 
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狼と犬の間にできた雑種の犬は狼の遺伝子をもっているので、やった肉を食い残したら、穴を掘っ
て隠してしまう習性がある。元猟師アラタントルゴリの 2006 年 8 月の時点で飼っていた犬がそうで
ある。その後、この犬は、農薬が入ったものを食べてしまい、死んでしまった。今飼育しているのは
純粋な犬である。 
 
  
アラタントルゴリが今飼っている 3歳の犬 
（2017 年 4 月）。 
 
 
 
 
狼は、時に狩人と直面する場合もある。殺されることを知っているのに、狩人を直視することは絶
対しない。犬は直視する。これは、狼は野生性を示し、犬は家畜化された特徴をあらわにしているこ
とが伺える。狼を撃って死ななかった場合、絶命させるため、殴ると歯を食い縛り、一切声を出さな
い。殴るたびに口を食い縛るだけである。忍耐力が強いことを伺わせる。狼の毛の先端が季節にそっ
て変わる。夏では草の青色で、その毛がすべて変わることがなく、毛の先端部分だけが変わる。冬に
なると色が白っぽくなる。こうして、賢い狼が大自然の中で自分の命を守ろうと心がけている。 
 狼は家畜にとって害獣である。牧場で母牛たちが集まって草を食い、小牛たちが集まって草を食う。
そのとき狼は忍び寄って小牛を食べようとする。小牛の鳴き声を聞いて団結力がある牛たちが力を合
わせて狼に対抗すると逃げてしまう。もし、母牛に知られないと狼は小牛を食べてしまう。羊を山の
麓に放牧するとき羊飼いはついて行かなければならない。というのは、狼の加害から羊を守るためで
ある。羊飼いは目を離れると、狼が羊の群れに忍び入り、羊の首を次々と噛み殺す。1匹を殺してす
ぐは食わない。猟師としての狼は獲物を絶命させて楽しむ。これは、まさに、アラタントルゴリの言
う、狼が猟師としての性格を示している。 
狼の前半身ががっしりだが、後半身は弱そうに見える。狼の首は非常に太い。胴体（特に胸の部分）
と首の太さが同じと言われている。そのため、狼の頸、顎、歯の力は非常に発達している、すなわち
非常に強い。また、狼は犬のように振り向いて噛むことができないのは首が太いからである。獲物を
まっすぐ噛んで行く。噛む力が強いため、家畜が噛まれるとそのところの肉が殆ど残らない。狼の頸
の太さが原因か、それを曲げることができない。全身を回さないと、後ろを見ることができない。こ
れは、狼の致命的な欠点になっている。柳田國男『遠野物語』の第 42 話で、鉄という男がちょうど
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狼のこの欠点を利用して口の中に腕を突っ込んで狼を殺している[柳田 『遠野物語』電子版4]。モ
ンゴルには、「狼のような首」という表現があり、がっしりしていて、強そうに見える人の首を喩え
る。狼は、1回目で噛むことができないとすぐ首を曲げて噛むことができない。 
決めたことを一筋で成し遂げ、途中から再び戻ってきて一からやり直すといったことをしない人を
「まるで狼のようである」と言う。狼の口に毒がある。噛まれたところはいつも化膿していて、なか
なか治らない。特に、酷いのは噛まれて筋のように残った傷である。この場合、毒が心臓まで進む可
能性が高い。毒が内臓に入ったら家畜が死ぬしかない。それを心得ている飼い主は現代の獣薬をすぐ
塗ってやることで化膿することを防ぐ。時間が経ってから塗っても効果がでない。ホルチン地方で、
ブォ（シャマン）が家畜の狼に噛まれた傷に向かって、呪文を念じながら酒を吹きかけて治癒するこ
とがある。1980 年代に、アラタントルゴリの 3 歳の牛の足が狼に噛まれて、患部に再び肉が生える
ことができず足が不自由となった。後にアラタントルゴリは、この牛を噛んで傷を負わせた狼を仕留
めた。「なぜ、その狼だと知ったのか」と質問すると、「同じ村の家畜が 40 頭あまりその周辺で狼の
被害に遭った」と語った。その問題の狼は１匹の雌で、2 匹の雄で合わせて 3 匹が 1 群れであった。
アラタントルゴリは 35 年の狩猟暦の中で、十分に成長した狼は 30 数匹を仕留めた。筆者がアラタン
トルゴリに、「狼がこのように鋭くて、力強く、しかも知恵があるのに、30 数匹も仕留めることがで
きるなんて、やはりすごい猟師だよね」と言ったら、「猟師としては自分に満足している。１発で 2
匹5狼を仕留めて新聞にも出たよ6」と自慢げに語った。 
 狩と関連して、「狐を仕留めるのか」と尋ねると、「父親は絶対に反対する。それにしても何匹は仕
留めている。たとえば、狐は逃げるとき、左右をぎょろぎょろ見る。毛色が赤いため、尻尾を振る姿
があまりにもきれいので、驚かせようと思って撃ったが、結局殺しまった。鹿は跳ねながら逃げるが、
狐は尾に頼って、すぐ逃げない。尾を振って、追いかけてきた猟師の犬をだます（後略）」と語った。  
アラタントルゴリは、ある年の端午節7の日に、仲間と 2 人で、村の西南方向にある山へ狩に出か
けた。母狼を見かけたがすぐ逃げられたため、母狼のいた場所へその子たちを仕留めに向かった。狼
の獲物とるための訓練の広場を先に見かけて、絶対子供狼がいると思った。2つの切り立った岩の間
は狼の居地であった。岩の隠れた所に 5 匹の子供狼がいた。12 月に生まれたと計算するとその時少
なくとも 6 ヶ月が経ち、体重は 10 キロほどあった。親狼は優れたコーチで、子供たちを１本立ちの
                                                  
4柳田国男、『遠野物語』電子版サイト。 
5 具体的には次にようである。2匹の狼を見かけて、撃ったが、弾丸が最初に撃たれた狼の体を通り
抜けて、逃げているもう 1 匹の狼の体内に入った。2番の狼がすぐ死なず、山奥へ逃げていたがやは
り倒れ落ちた。 
6 当時は、害獣としての狼を駆除することが奨励されていたので、アラタントルゴリが 1発で 2 匹を
仕留めたことが腕の優れた猟師として褒め称える対象である。 
7 この日に、伝統的に、男女老幼は山や高地に登り、男性は集団で猟を行った。ココで、アラタント
ルゴリは 2人で行われ、集団猟ではない。 
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猟師として育てるため、色々な訓育をする。走る、争うなどの訓練を行う場所、排泄する場所、寝る
場所もそれぞれあった。狼の生態をよく観察しているのは、猟師ならではの姿である。 
そこで、アラタントルゴリは、岩の隙間にいた子供狼を獲るため、周りの石を一時間かけて移動し
た。5匹から 2 匹だけを獲って持ち帰った。もし、家に持ち帰ると親狼が跡を辿って家にまで来て家
畜に被害を与えると思い、畑の中の小屋に行って、そこで畑作業をしている農民らと仕留めた子狼の
肉を煮て食べた。親狼は敵をとるに来なかった。「そのとき、逃げた母狼は狩人が子供を獲っている
ことを知っているだろう」と尋ねたら、アラタントルゴリは、「狼は非常に頭がいいものだから、ど
こかから私たちのやっていることを見ているはずである。だが、仕方がない。自分が撃たれることを
怖がっているから近寄らない」と説明した。狼の距骨（踝の骨）の形は面白く、半分しかない。しか
も小さい。力が強いのはここにもあるとアラタントルゴリが推測した。子供は、羊や鹿の踝の骨で遊
んだり、占いをしたりするが、狼の踝の骨で遊ばない。護符として用いられる。たとえば、「幼児の
首にかける」[ダ・チャガン 2002：23]。 
 
  
モンゴル国から筆者のふるさとのジャロード
旗へ輸入された狼の踝の骨。1 個当たりが 5－
6g。特殊な形をもつことが分かる（筆者蔵）。 
 
 
 
 
狼が年をとると野生の獲物を獲れなくなる。たまに村に入り、家畜を食べる。狼は野生動物なので、
獲物はなによりまず野生動物である。野生動物を獲れなくなるとターゲットを家畜に移す。狼の獲物
である鹿などを人があまり獲り過ぎると、もちろん獲物が少なくなる。 
 狼は有名な 天
テングリ
の
ノ
犬
ノハイ
で、家畜の天敵である。天の犬という言い方から次の情報を読み取ることが
出来る。①テングリに 2 つの意味がある、1 つは、天の神で、2 つは天界である。②天の属性、すな
わち、神の属性を帯びるということである。そのため、アラタントルゴリは、「家畜を狼に食われた
場合、仕方が無いことだなあと黙って受け入れるしかない。これは、旱魃、雪害など自然の災害のよ
うに、受け止めるしかない」と語る。 
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狼から逃げて身を隠し
ている羊（2017 年 8 月
31）。 
 
 
（図左と真中）2017 年 8 月 31 日、内モンゴル西部オランチャブ（烏蘭察布）市ドルベド（四子王）
旗ジャンガン（zangn/zanggan）・ソム(行政単位、日本の郡に当たる)のデルスン（dersen/deresen）・
オス（us/usu）という村の牧民オラントグスが子供たちを学校に通わせるため留守している間に家畜
が狼に襲われた。700 匹羊から 100 数匹が被害に遭ったという。その悲惨さを物語る[オランチャブ・
モンゴル語新聞電子版8]。 
 
モンゴル人は一般的に犬の肉を食べない。その習慣に従って、猟師のアラタントルゴリは最初のと
き仕留めた狼の肉を食べていなかった。匂いも狐の肉と似たような匂いがするので、食べることを避
けていた。20 数匹を仕留めてから食べ始めた。肉は本当に香ばしくて美味しい。脂は非常に多い。
その肉を煮ているうちに、肉汁が油になる。ホルチン地方では、狼はいろいろな薬用価値があると考
えられている。（1）狼の骨汁が関節の痛みに効く。（2）胃が胃病患者に効く。（3）肉が歯に良い。ま
た、狼の牙と踝の骨が呪符として珍重視された。現在、内モンゴルでは、モンゴル国から輸入された
狼の牙と踝の骨が一般的に販売され、若者がペンダントのトップやキーホルダーにつけることが見ら
れる。ここで、呪符としての効果を期待しているというより、モンゴル人のアイデンティティを示す
シンボルとしての存在である。 
 
2．普通のホルチン・モンゴル人から見た狼 
 「狼は脚が敏速である。追いかけているのに逃げられてしまう」（ネンブジャブ）。 
ウンドルジルが経験した話は、ある冬の月が照らす夜中に起きた出来事である。ウンドルジル一家
は、犬の激しい鳴き声に目を覚まされて、外を見ると、3匹の狼が羊の囲いに羊を襲っていた。ウン
                                                  
8 2017 年 9 月 1 日オランチャブ新聞モンゴル語版サイト。 
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ドルジルは懐中電灯をつけて大きな声を出すと狼はすぐ、玄関を出て西の方向へ逃げたが、まもなく
して 2匹の狼が戻ってきて、ウンドルジルの家の南方に住む人の家の庭に飛び入った。つまり、逃げ
たぶりをして、実は逃げなかったということである。このことから、ウンドルジルは狼の頭が非常に
良いものだと感心したという。ウンドルジルは、狼について猟師や年上の人の語りかある程度の知識
をもっていたと思われる。しかし、こうして、狼の行為を実際に観察することによって、そのイメー
ジがより具体的となった。サンブジャブからみた狼は、どのようなものだろうか。次のように語る。 
 
人間と狼は対立する存在である。人間の敵でありながら、人間も狼の敵である。子供のころに、20m
離れたところから狼を見たことがある。狼はしゃがみこんでいた。怖くて逃げたが、振り向いてみる
と、狼も逆の方向へ走り去っていることを直撃した。これを受けて、サンブジャブは、「狼も人間か
ら恐れるが、人から近いところでは、しゃがむのは、恐れていないふりをして、人を脅かすためであ
る」と見解を述べた。 
1990 年代まで、ホルチン・モンゴル人は集団で、狼を獲っていた。一定の期間、家畜が狼に食わ
れる被害が絶えずに起きた場合、近隣のいくつかの村の人々が連合して犬を連れて、狼を包囲して攻
撃する。この方法をタタン（囲い）・アブ（遼）と言っている。この方法は本当に良くで、ターゲッ
トの狼を確実に仕留めることができる。 
 
3．足が不自由な狼とホルチン地方のモンゴル人の名前の中における狼 
ホルチン地方では、七人の男の子に恵まれたとき、七番目の息子に中国語の発音で「七
q i
狼
lang
」、八番
目の息子に「八
b a
虎
h u
」という名を付ける習慣がある。この習慣を一般的だと言い難いが、ホルチン地方
では、このような事例はしばしば見られる。また、必ずしも七、八番目の息子にこのような名前をつ
けるとは限らない。長男に「七狼」、次男に「八虎」という名前をつける現象は今も存在する。ここ
で、問題点は、兄は「七狼」で、弟は「八虎」であることと数字の七と八との関連性、およびそのも
つ意味である。筆者は、次のような 50 代半ばの夫婦に出会っている。それは、夫は 10 人の男の兄
弟の 8 番目で、八虎という名前をもつ。妻は姉妹 2 人、男の兄弟 7 人、合わせて 9 人兄弟の長女で
ある。兄弟の順番は、その妻の下に 7人の弟がいて、そして末っ子の妹がいる。7 番目の弟はやはり
七狼という名前をもつ。その妻が冗談で「親は多分八虎がほしかったでしょう。残念ながら妹だった
ので、仕方がなかったでしょう」と笑いながら語った。発表者は、兄に七狼、弟に八虎と名づける動
機について、そのような名前をもつ人にインタビューをしたところ、「狼と名づけた以上、また男が
生まれた場合、狼から力強いものがいる。つまり虎なので、それにちなんで名づけただろう」、「虎は
その名前で威張ると言う諺がある、はやり、力が強く、意志が強い人に育ててほしかっただろう」、
「狼と虎は動物の王である。父母は私たち兄弟が狼と虎のように力強くて勇気がある人になることを
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願ってこの名前をつけてくれた」と語っている。数字の 7、8に関しては直接に答えられなかったが、
ある伝説によるものだろうと思われる。ホルチン地方に伝えられている伝説によると、狼は 1 腹で 7
匹の子供を出産した場合、7番目の子供9は、足が不自由なである。この足が不自由な狼の頭は最も優
れており、群れの中で、この狼を越えるものはいない。足が不自由な狼は群れの狼に生きる知恵を教
える。そのため、移動するとき力が強い狼に乗せられて移動するという。つまり、重視し、尊敬され
ているということである。足が不自由な狼の唸りの声を聞いて、狼は絶えず集まってくる。足が不自
由な狼は群れのリーダーとして存在する。 
上に挙げた、7 番目の子供に「七狼」と名づけるのは、やはり、七番目の足が不自由の狼のように
知恵がある人に育ててほしいという親の願望が込められているではないかと思われる。サンブジャブ
は、「言動が激しく、一方的な人のことを、モンゴル語でドゴロン（dogleng/dogulang）・チョン・ア
ダリ（足が不自由な狼みたい）と言う」と説明した。脚が不自由というのは、1 つの欠けた存在で、
肉体的に普通の狼と比べて、生存する能力が弱い。しかし、生き残るため脳をより賢く使うことによ
って、群れの中で自分の存在感を示したと思われる。それを観察し得たホルチン人は、日常生活にお
いて、存在感を強く示そうとしている人を喩えたと考える。 
 
4．民話に登場する狼 
 民話の中で、狼は、愚かなもの（相手のことを信じ込む、素直に従う）、恐ろしいもの（肉食獣の
本質）などに描かれているが、もう一面で、受けた恩恵を返し、報いすると言った面でも描かれてい
る。ここで、調査で得た民話から一例を挙げ見てみることにする。  
 
ナラン・アバイの像。 
 
ホルチン地方では骨に関する治療で一番有名な氏族は疑い
もなく、ナラン・アバイ（1790－1875）を有名な伝人としたボ
ルジヒン氏族である。ナラン・アバイの神秘的な力と治療能力
を得た伝説はホルチン地方では今でも広く伝えられている。フ
レー・ホショ（庫倫旗）に住む農民のナチンの語った伝説によ
れば、ある日ナラン・アバイが山道を 1人で歩いていたところ
突然道の真ん中にひげが白くて長い老人が現れて、ナラン・ア
バイを山腹の洞窟に連れて行った。洞窟に入った後老人はすぐ
姿を消してしまった。そして、ナラン・アバイの目の前、一匹の狼が出産するため、非常に苦しんで
                                                  
9 もう１つの説は、7番目の出産した子供の中に脚の不自由な狼が出るという伝承もある。 
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いるのを目撃した。ナラン・アバイは何も考えず狼を助けて安産させたのである。そこで、その狼は
豆がたっぷり入った袋を口に銜えてきてナラン・アバイの目の前に置いた。ナラン・アバイがその袋
から豆から 13 粒を取って帰った。帰りの道で 1 匹のまだら蛇が 2 つに裂かれて、非常に苦しんでい
るのを目にした。それを見たナラン・アバイはすぐそのまだら蛇を繋げてやった。夜、ナラン・アバ
イは夢を見た。昼間に繋げてやった蛇が夢の中に現れて、ナラン・アバイに次のように言った。「洞
窟で狼が口に銜えてきた豆をもっと取ったらよかったのに。まあ、いい、昼間 2つに裂かれていたわ
しを助けたので、そちに接骨する技術を与える。豆を 13 粒取ったので、そちから数えて、子孫 13 代
までこの技術を与える。恩返しじゃ」と言った。その後ナラン・アバイは骨の治療を行ない始めて遠
近に有名になったのである。この報恩として得た治療技術に関する伝説はホルチン地方でよく知られ
ている。 
ここで、道の中に現れた白いひげの老人、洞窟にいた狼、そして、取った 13 粒の豆がポイントに
なると思われる。狼と蛇の霊性と霊的な治療術をもっていると語られていることを伺わせている。 
 
5．石信仰と狼 
 モンゴル人の遊牧、半農半牧生活の中で、朝は家畜を囲いから出して居住地から離れた牧草地に放
牧し、夜は囲いに戻すというのは一般的である。しかし、放牧された家畜が野外に泊まる場合もある。
また、家畜が寒波、吹雪など悪天候に追われて方向を失い、囲いに戻れなくなり野外に泊まることも
ある。こうしたとき、家畜が狼の被害に遭うことが見られる。そこで、家畜が狼に襲われないように、
家畜の安全を願って、飼い主は鋏の口を開けて石を入れて挟み、それを布で強く包んでおく習俗があ
る。ここで、鋏の口は明らかに狼の口を象徴している。重要なのは、鋏の口に挟まれた石である。つ
まり、石を噛み砕くことが出来ない。石で家畜の安全を願っている。 
 
6．狼に関する禁忌 
① 狩に出て、狼と出会ったらめでたい。 
② 狼以外の動物の子供を獲ることが禁忌である。というのは、狼は野生動物の中で、家畜に
被害を与える家畜の敵であるからである。一方、狼の子供を獲るとしても、すべて獲って
はならない。2匹ぐらいは残しておく。絶滅させないためである。 
③ 狼を仕留めたら、道を変えて帰宅する。そうではないと、他の狼がその匂いに沿って追跡
してきてその家の家畜に害を及ぼすからである。話によると、1匹の狼が、一晩で 20 数匹
の羊の首を噛んで殺してしまうことがある。 
④ 繁殖期の牡狼の群れを見かけたら、先頭の狼から仕留めるではなく、最後に歩く狼から仕
留める。そうではないないと狼に襲われる危険があるからである。 
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⑤ 繁殖期の狼の群に 1 匹の牡しかいないとき仕留めない。逆に、1 匹の雌しかいないときも
同じく仕留めしない。時に、その１匹を獲った後、家畜に害を及ばないよう足の筋を切断
して放すが、殺さない。 
⑥ 人や家畜に害を及ぼす動物の名前を直接に言うことを避ける習慣がある。狼はそうである。
ヘーリン・ノハイ(野良犬）、ヘーリン・アブガイ（野良の長者）、エへ（yeh/yehe）・アマ
ト（大口さん）、テングリ・イン・ノハイ（天の犬）などで呼ぶ。もし、それを直接に言
ったら、その動物がもっと増えて、及ぼす害が拡大するという考えがある。 
⑦ 狼に噛まれた動物を祭祀に供犠として絶対捧げない。 
 
7．考察 
 モンゴル人は、狩猟、遊牧生業、半農耕、半牧畜を営む中で、家畜の天敵である狼の習性を観察し、
身につけていた。民話などの中で、狼は愚かなものとして登場するが、現実の生活の中で、狼を必ず
しも愚かなのだと思っていない。むしろ被害を及ぼす狼が愚かなものになって欲しいという願望が託
されている可能性もあると考えられる。狼は霊性をおびる動物と考えた。猟師は狼の習性と性格を把
握しており、狩猟実践において、それを活用している。狼を単なる狩猟の対象とみているだけでなく、
狼を尊敬し、しかも、絶滅させないよう子供を全部獲らない。モンゴル人にとって、両義性霊をおび
た動物である。害獣であるが、尊敬の対象でもある。それは、狼の猟師としての賢さと熟練の技であ
る。狼をずる賢いとモンゴル人は一般的に思っているが、ずるい人のことを狼ではなく、狐に例える。
むしろ猟師としての狼のこの賢さと強い生命力、繁殖力、意志の強さが評価すべき積極的な一面とし
て考えた。モンゴル人は自然とともに生きる長い歴史の中で、それを崇め、その知恵に憧れ、それを
模倣する面があったと思われる。それは、命を大切にし、守り、無事であり続け、子孫へとつながっ
ていくという願いが込められている。人間側から狼を一方的に考えているだけでなく、狼の視点で人
間をもみていることが面白いと思った。人間も狼も猟師である。狼は考えている。その中に、人間と
いう猟師といかに折り合いをつけるかが含まれている。「牧草地に巣穴を掘った狼は家畜を襲うと飼
い主や猟師がそれを消滅することを分かっている。一方、牧草地の近くにいる狼を仕留めると、狼は
反撃して、目に入った家畜を噛み始める。狼のこのような残酷の面を心得ている狩人は牧草地にいる
狼を仕留めない。そこで、狩人と狼の間に一種の折合いがつく時期もしばしばある」[サンプラノル
ブ 1994]。狼には、社会と生活空間と家庭があり、人間もそうである。それを観察しえたモンゴル
人は、自分と似ているところがある存在と考えた。これは、モンゴル人の多自然主義の１つ表れ方と
考える。 
今は、狼を狩猟することが禁じられているため、猟が出来なくなって 20 数年になっている。その
ため、今時の若者の間では、昔から受け継がれてきた知識と智慧に断層が生じ始めている。若者の中
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で、実際の経験知より、チンギス・ハーンと結び付けられた神話によって、１つのシンボルとアイデ
ンティティして考えられていることは確かである。 
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Wolf Folklore in Eastern Inner Mongolia 
 
Sarangowa 
 
Summary 
 
In the Eastern Inner Mongolia Horchin Area, hunting had been done until the 1990's, 
including the wolf-hunting. A wolf is a natural enemy of livestock. The material in this 
thesis is an interview with an ordinary person who has seen former hunters and wolves. 
They say a wolf is wise, has power in the neck. Not only humans observe wolves but 
also wolves observe humans. The hunters consider wolves the skillful hunters with 
respect. In the hunting of wolves, the hunters do not catch all the cubs to avoid 
extinction. The hunters observe the society, family and habits of wolves, and think that 
they have similarities to theirs. This represents the multinaturalism of the Mongolians. 
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